
2017年下期第二種電気工事士筆記試験 

解答説明 問題番号の後に有る a,b,c,dの記号は勝手に付けた難易度です。 

 

1-ｃ イ 

①まず４０Ωの両端の電圧を計算し a点から b点までの電圧をたどります。 

電源の２００V を 40Ω60Ωで分圧すると考えると分圧の式 � VVV 80
6040

40
20040 


 で求まります。 

②a点から電源で１００V上昇し 40Ωの抵抗で８０V降下しますので、電圧差は２０Vとなります。 

③40Ωの両端の電圧はオームの法則でも求められます。合成抵抗は 40Ω＋60Ωで 100Ω 

電圧の 200ｖを 100Ωで割ると電流は２A と求められます。V＝IRで 2×４０＝80Vとなります。 

 

２-cニ 

①インピーダンス。
22 XRZ  から Zをめると 10Ωに成ります。 

②電流は 100Vを 10Ωで割って 10Aですので電圧は 8Ω×１０Aの８０Vに成ります。 

ベクトルを書けばすぐに解かるとは思います。  



 

 

3-ｃ ロ 

①抵抗の計算式に数値等入れましょう。R=ρ
ｌ

A
 長さと直径を入れます。 
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が答えになります。 

 

４－ｂ ロ 

①発熱量W＝P×ｔ〔J〕 19200006060
60

80
W400 秒＝分時間 W 〔J〕 

②単位をｋJに変えるために 1000で割ると 1920ｋJに成ります。 

 

５－ｃ ハ 

① 抵抗器 6Ωに流れる電流が解れば電力が求まりますのでそれを 3倍すれば答えです。 

② 電流は RL直列開路のインピーダンスで割れば求まります。 

③ 
22 XRZ  ＝ 10100643686 22  Ω 20

10

200
I 〔Ａ〕 

④ 2.772006)20(33 22  RIP 〔ｋＷ〕 



 

６－ｂ ニ 

① 配線抵抗は１ｍ当たりｒΩですから、ＬｍだとｒＬΩに成ります。 

② 流れている電流 Iは１０Ａですから抵抗の電圧降下はＩ×Ｒで１０ｒＬ〔Ｖ〕に成ります。 

③ 単相 2線式配電の電圧降下は行き帰りで発生しますので 2倍しますと ２０ｒＬ〔Ｖ〕が答えです。 

 

７－ｃ イ 

① 1.6ｍｍのＩＶ線の許容電流は 27Ａです。 

② 27Ａ×電流減少計数 0.56＝15.12Ａ  

 

８－ｂ イ 

① 需要率は 100％ですから電流値はそのまま計算します。 

② 電熱器の合計は 15A+20A＝35Aです。 

③ 電動機は 10Aで電熱器の合計値より小さいのでこの値をそのまま使います。 

④ 上記電流を合計します。35A+10A=45Aこれが幹線に必要な電流容量です 



 

９－ｃ ハ 

① 今回は適切な物〇を探します。 

② ブレーカーとコンセント容量を比べるとロ、ハは良いです。 

③ ブレーカーと配線太さを比べるとロは 2.6ｍｍ必要なのでダメ。ハが残り正解と成ります。 

 

１０－ｃ イ 

① 配線の電流容量が 34Aと与えられていますのでこの値をブレーカー容量の 100Aで割ります。34/100＝0.34 

34％しか有りません。 

② 従って基本の３ｍ以内と成ります。 

 

１１－ｄ ロ 

配線用遮断器を集合して設置するのは分電盤です。 

 

１２－ｄ ハ 

ネオン変圧器はネオン管と組み合わせます。高圧水銀灯は水銀灯用安定器が必要です。 



 

１３－ｃ ニ 

「しない」の表現はないので減少か増加の選択です。かご形誘導電動機は周波数に比例しますので 50Hz から

60Hz電源を変えると２０％回転数が増加します。 

 

１４－ｃ イ 

金属管工事では切断後に内面の面取りにリーマを使用します。 

 

１５－ｃ ロ 

イ 寿命も価格も発光効率も高くなります。直流で光るＬＥＤは整流器が必要です。整流器が力率を少し悪くし

ます。（容量の大きいＬＥＤ照明は力率改善して良いものも有ります。） 

 

１６－ｃ ㇵ 

工具はホルソですので金属などの薄板に穴を明ける物です。 

 

１７－ｃ ロ 

電磁接触器です。下側のダイヤルが付いた物は熱動継電器です。この二個の組み合わせで電磁開閉器と呼ばれま

す。 



 

１８－ｃ イ 

内側に突起が見えます。ここでＰＦ管の蛇腹を動かないように押さえますので、イのＰＦ管を支持する。が答え

です。 

 

１９－ｂ ロ 

（Ｅ１９）はねじなし電線管ですので、硬質塩化ビニル電線管（ＶＥ16等）が間違いです。 

イの（１６）は解り難いです。金属管で偶数は厚鋼、奇数は薄鋼です。 

 

２０－ｃ ニ 

ニが不適切です。電線の電気抵抗は増やしてはダメです。 

 

２１－ｂ ロ 

１種金属可とう電線管は湿気が多いや水気が有る所では使えません。１種はほとんど使わないのに問題で出すの

は嫌ですね。 

 



 

２２－ｃ イ 

金属可とう電線管と金属管の接続にはコンビネーションカップリングを使います。ＴＳカップリングは合成樹脂

管相互の接続に使用します。 

 

２３－ｂ ハ 

がいし引き工事だと支持点間の距離は２ｍ以下ですので、間違いそうです。ネオン放電灯工事の場合支持点間の

距離は１ｍ以下です。 

 

２４－ｄ ㇵ 

ハの検電器は電路の充電を確認するものです。絶縁抵抗は絶縁抵抗計で測定。三相回路の相順は検相器、消費電

力量は電力量計で測定します。 

 

２５－ｃ イ 

３Φ３Ｗ２００Ｖ回路は 0.1ＭΩ以上ですので 0.18Ｍオームはダメです。ロ、ハ、ニは 0.1ＭΩ以上です。 

 

２６－ｃ ロ 

３００Ｖ以下の使用電圧ですのでＤ種接地工事です。漏電遮断器の設置が無ければ 100Ω以下で接地線の太さは

1.6ｍｍ以上です。答えはロです。 



 

２７－ｄ ハ 

繰り返し出る問題です。漏洩電流の測定は全ての電線を通します。 

 

 

２８－ｄ ニ 

電線管に電線を通す作業は電気工事士の仕事です。電力量計は電力会社の仕事。ロ、ハは軽微な工事です。 

 

２９－ｃ ニ 

小出力発電の範囲で燃料を使う発電方法は１０ｋＷ未満です。ニは１５ｋＷで越えていますので自家用電気工作

物に成ります。 

 

３０－ｃ ハ 

直流の方が高い 750Ｖ以下、交流が 600Ｖ以下です。 

 

３１－ｃ ニ 

屋外用はＯ（ｏｕｔｄｏｏｒ）です。 

 



３２－ｃ イ 

複線図を描くまでもないかも知れません。蛍光灯アに行くだけですので 2本です。 

 

 

３３－ｃ ロ 

Ｌの表示が有りますので確認表示灯内蔵スイッチです。 

イはＨ、ハはＤ、ニはＲＡＳです。 

 

３４－c ロ 

ＣＶの表示ですので６００Ｖ架橋ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブルです。 

 

３５－ｃ ニ 

直接埋設式による施設で重量物の圧力を受ける場合は 1.2ｍ以上必要です。 

（圧力を受けない場合は 0.6ｍ以上） 

 

３６－d ハ 

Ｎ２００と表示が有りますのでナトリウム灯です。 

イ水銀灯はＨ、ロメタルハライド灯はＭ、ニ蛍光灯はＦです。 

 

３７－c イ 

Ｌ－１の分電盤は 1Φ３Ｗ回路ですから絶縁抵抗は 0.1ＭΩ以上です。 



 

３８－ｃ ハ 

ＬＫと表示されていますので、抜け止め形です。（lock） 

 

 

 

３９－ｃ ニ 

P－１の動力分電盤は３Φ３W２００V ですので、D 種接地工事です。漏電遮断器が入っていますので、接地抵

抗値は５００Ω以下です。 

 

４０－ｃ イ 

表示は□の中に Sですのでスイッチですが横に二重丸⦿Bが有りますので電磁開閉器です。 

 

４１－ｂ ニ  複線図を参照ください。 

 



 

４２－ｄ ロ 

黄色い柄の圧着工具です。 

 

４３－ｃ ハ 

（Ｅ１９）と表示が有りますのでねじなし電線管を接続するカップリングです。 

 

４４－ｃ ロ 問４１の複線図を参照ください。 

 

 

４５－ｄ ニ 

絶縁抵抗計はＭΩと目盛りに有るニです。イは接地抵抗計、ロは回路計、ハは照度計です。 



 

４６－ｃ イ 複線図を参照ください。 

 

 

４７－ｃ ロ 

（ＰＦ）と表示が有りますので、合成樹脂製可とう電線管工事ですので、ロのフレキカッターが使える工具です。 

 

４８－ｃ ニ 

●Ａと表示されていますので自動点滅器ですので、外観はニです。イは調光器、ロは制御用押し釦スイッチ、ハ

はエントランスキャップです。 



 

４９－ｃ イ 

進相コンデンサの図記号ですので、外形はイです。ロはネオン変圧器、ハは漏電火災警報器、ニは小型変圧器で

す。 

 

５０－ｂ ハ 

イは防雨型の片切スイッチで、工場の入り口に使っています。ロは位置表示内蔵スイッチで、倉庫の入り口に有

ります。ニの確認表示灯内蔵スイッチは工場の角の小部屋の入り口に使用され外から照明の点灯を確認していま

す。ハの両切りスイッチは使用されていません。 

 

難易度の集計をしてみました。 

a,非常に難しい 1.2    ０問 

b,やや難しい  1.1    8問 

c.普通の難しさ 1.0   ３５問 

d.容易に解ける 0.9    ７問 

1.1×8＋１×35+0.9×7＝50.1 

ほぼ５０点ですので平年並みと言う感でしたが如何でしたか。（勝手な評価です） 



 


